
　旭中学校の１年生が、進路学習のまとめとして、４名のよのなか先生に「働くということ」についてお話を
していただきました。
　　今回のよのなか先生は、
　　　加行　諒平さん　＜（株）加行建設　代表取締役＞　　
　　　川西　宏和さん　＜延岡市農業畜産課　主事＞
　　　清永　太一さん　＜（株）キヨナガ　専務取締役＞　　
　　　酒井　康行さん　＜延岡市キャリア教育支援センター　コーディネーター＞
以上のみなさんです。
　生徒たちは４人ずつのグループ（１組８班、２組８班）に分かれて、「現在の仕事の紹介や仕事に就いた経
緯」「働く喜びと苦労」「失敗談とそれをどう乗り越えてきたか」などについてお話を聞き、より学びを深めて
いったようです。また、事後の学習では、グループ内で聞いたお話を紹介することで学習内容の共有化を図
ることができました。
　生徒たちが真剣にお話を聞き、将来の自分の姿を思い描いている様子が印象的でした。

旭中学校（１年生）よのなか教室：進路学習「エンジンゼンカイ」
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【加行諒平さん】 【川西宏和さん】 【清永太一さん】 【酒井康行さん】

　南方中学校で、立志の集いと、１、２年生による研究発表が行われました。研究発表は、総合的な学習の時
間を中心に、福祉や職業などについて、個人で取り組んできた成果をポスターセッションで発表するという
形で行われました。体育館の各ブースでは、真剣な発表に対して、生徒や保護者、教職員が、熱心に聞き入る
姿が見られました。
　立志の集いでは、よのなか先生の高橋勝栄さん（延岡マリンサービス）が『「夢」を形にする自分作り』とい
う演題で講話をされました。
講話の主な内容は、

　・ふるさと延岡の素晴らしさとは？
　・自分の武器は何か？～自分ならではのものを探す！
　・夢を叶えるために大切なこととは？～「七転び八起き」～簡単に諦めない！
というもので、あっという間に予定の時間が過ぎていきました。講話を聞きながら、生徒たちは、これからの
自分の生き方について思いを巡らしていたようです。

南方中学校　～立志の集い～　「夢を」形にする自分作り
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【高橋勝栄さん】 【講話の様子】 【研究発表の様子】
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　当時アメリカのデューク大学の研究者であったCathy Davidson氏が、2011年8月のニューヨーク
タイムズ紙のインタビューで「2011年度にアメリカの小学校に入学した子どもたちの65％は、大学卒
業時に今は存在していない職業に就くだろう」と語っていました。
　そう思って、私が子どもの頃をふりかえってみると、「YouTuber」「アフィリエイター」「スマホアプリ
エンジニア」等という職種もなかったですし、「フリーター」「ノマドワーカー」「パラレルキャリア」等と

いう働き方もありませんでした。
　こうした将来の変化を予測することが困難な時代を生きる子
どもたちには、社会の変化に受け身で対処するのではなく、自ら
課題を発見し、他者と協働してその解決を図り、新しい知・価値
を創造する力を育成することが求められるといえます。
　それはまた、私たち教職員は子どもたちに「何を教えるか」だけ
ではなく、子どもたちが「どのように学ぶか」という視点で教育を
行っていく必要があるとも言えるのではないでしょうか。

　キャリア教育が目指すのは、人が生涯の中で担う様々な役割に対して、しっかりと自己選択しながら
生き生きと生活できるようにすることだと思います。
　先日、テレビでたまたま見た映画「男はつらいよ」の寅さんのセリフに、はっとさせられました。「人間
長い間生きていりゃ、いろんなことにぶつかるだろう。そんなとき
に、俺みてえに勉強してない奴は、振ったサイコロの出た目で決め
るとか、そのときの気分で決めるよりしょうがないんだ。ところが
勉強をした奴は、自分の頭できちんと筋道を立てて『はて、こうい
うときはどうしたらいいかな』と考えることができるんだ。」
　キャリア教育にもつながるわかりやすい言葉です。このように
考えると、本校が目指す「夢に向かうための自立と貢献の力」も
キャリア教育につながっているということに気付かされます。もっ
とシンプルに考えてよいのかもしれません。

「自立」を求めて
東海中学校　校長　久峩　秀隆

もっとシンプルに考えてよいのかも
南方小学校　校長　柳瀬　智文
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　本年度も「キャリア教育実践交流会」を開催いたします。開催月には、日時等について本通信で
ご案内いたします。基本的には、開催月の第３木曜日、１９時から行います。（１時間程度の会です。）
キャリア教育やお仕事でのお悩みなどについて、ざっくばらんに意見交換する交流会ですので、お
気軽にご参加ください。
　本年度、第１回目の実践交流会は、５月２０日（木）１９時から、延岡市社会教育センターで行
う予定です。

～キャリア教育実践交流会～

延岡市キャリア教育支援センター
〒882-0824 宮崎県延岡市中央通 3-5-1　延岡商工会議所内

電話 0982-33-6666 FAX 0982-33-6682
水永正憲　　080-4002-8167

mizmas228@gmail.com
敷石輝幸　　080-6410-5539

sate815@ma.wainet.ne.jp 
酒井康行

y351akre@ma.wainet.ne.jp

http://nobeoka-career.jp/
090-2587-7837
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